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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車用の信号・照明装置であって、
　（ａ）主発光方向を有する光束を発する少なくとも１つの光源と、
　（ｂ）前記主発光方向への発光を集光するため、光を放つ前に光を内部反射させるよう
適度な角度に配向された、ファセットを有する、透明材料製の補助レンズを備える、光学
系と、
　（ｃ）第１の端面と、第２の端面と、第１及び第２の両端面の間に延びる周側面とを有
する細長の本体を有する少なくとも１つの光ガイドと
を備え、前記第１の端面は、前記光源に近接し該主発光方向に対して垂直であり、
　前記光源からの光束の一部が、前記光ガイドとは独立して、第１の光強度を有する第１
信号機能・照明機能を発揮し、前記光源からの光束の別の一部が、前記光ガイドに前記第
１の端面から入射して前記周側面から発せられることで、第１の光強度よりも弱い第２の
光強度を有する第２信号機能・照明機能が提供されるようになっていることを特徴とする
、信号・照明装置。
【請求項２】
　光束が、該主発光方向及び該主発光方向と平行でない斜め方向に、前記光源から発せら
れ、該主発光方向の光束は、該第１信号機能・照明機能を発揮し、該斜め方向の光束は、
該第２信号機能・照明機能を発揮することを特徴とする請求項１に記載の信号・照明装置
。
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【請求項３】
　前記光源が、半球ほぼ全部を照らす発光ダイオードを少なくとも１つ備え、前記光源が
、少なくとも前記光源の近隣では、該主発光方向に対して垂直な長手方向軸線を有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の信号・照明装置。
【請求項４】
　複数の前記光ガイドが、１つの共通の光源に関連しており、かつ前記光源の該主発光方
向を中心として、円周方向に離間していることを特徴とする請求項１に記載の信号・照明
装置。
【請求項５】
　前記光ガイドが湾曲していることを特徴とする請求項１に記載の信号・照明装置。
【請求項６】
　前記光源が、少なくとも２つの光ガイド同士の間の中央の位置に配置されることを特徴
とする請求項１に記載の信号・照明装置。
【請求項７】
　複数の光源と、これらの光源のうち隣りあう２つの光源の間に延びる光ガイドとを備え
ることを特徴とする請求項１に記載の信号・照明装置。
【請求項８】
　前記光ガイドが、前記光ガイドの前記周側面からの発光が無い中立ゾーンを有している
ことを特徴とする請求項１に記載の信号・照明装置。
【請求項９】
　主発光方向に第１の信号機能・照明機能を発揮よう配向された収束レンズを有すること
を特徴とする請求項１に記載の信号・照明装置。
【請求項１０】
　集光レンズを各光ガイドの第１の端面に配置して、前記光ガイドで該光束をコリメート
（平行化）することを特徴とする請求項１に記載の信号・照明装置。
【請求項１１】
　前記光源の両側にそれぞれ配置された２つの光ガイドが、前記光源用のハウジングを含
む単一部品を構成し、前記ハウジングは、前記光ガイドの前記第１及び前記第２の端面に
応じた面を有し、また、前記光ガイド内の光束を集光する凸型となっていることを特徴と
する請求項１に記載の信号・照明装置。
【請求項１２】
　前記光ガイドの該周側面の少なくとも一部が、プリズムと、ストリップと、光学マイク
ロモチーフとから成る群より選択される要素を少なくとも１つ含むことを特徴とする請求
項１に記載の信号・照明装置。
【請求項１３】
　プリズムと、ストリップと、光学マイクロモチーフとから成る群より選択される少なく
とも１つの前記要素が、光伝送率を改善するようにメタライズされることを特徴とする請
求項１に記載の信号・照明装置。
【請求項１４】
　前記光源が、少なくとも２つのサブアセンブリに分割された複数の基本的光源を備え、
前記２つのサブアセンブリの１つは、主の信号機能・照明機能を与える光学系に関連し、
前記２つのサブアセンブリの他方は、少なくとも１つの光ガイドと協働して、前記光ガイ
ドの前記周側面より発する補助的の信号機能・照明機能を与える別の光学系に関連するこ
とを特徴とする請求項１に記載の信号・照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主要発光方向を定める少なくとも１つの光源と、少なくとも１つの細長い光
ガイドとを備え、光ガイドの一端が、前記光源によって照明され、かつ前記光ガイドが、
その長手方向に対して、横方向に光を拡散するようになっている、自動車用の信号または
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照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　欧州特許出願第EP-A-0515921号は、車両の内部を照明するようになっており、ドアハン
ドル内に内蔵されるこのタイプの装置を開示している。光ガイドの長手方向に対して直角
な方向の光強度は、優先ゾーンを有しておらず、比較的弱いままになっている。
【０００３】
　車両の外部に向いている信号または照明装置は、他の運転者または歩行者の注意を強く
引きつけることが好ましい。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従って、本発明の主な目的は、光源が発する光を良好に活用できるようにするとともに
、弱い強度で照明する少なくとも光強度のゾーンと組み合わされた、強い光強度を有する
少なくとも１つのゾーンを設けることができるようにした、上記タイプの信号装置または
照明装置を提供することにある。
【０００５】
　本発明の別の目的は、簡単で、かつ頑丈であり、車両ゾーンを良好に照明できるように
なっている信号装置または照明装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、上記タイプの信号または照明装置は、前記光ガイドが、少なくとも前
記光源の近くに長手方向軸線を有し、この長手方向軸線が、前記主要発光方向に対して横
方向に配置されており、よって、前記光源からの光束の一部が、前記光ガイドとは独立し
て、比較的強い光強度を有する第１信号機能または照明機能を発揮し、更に前記光ガイド
の長手方向に沿って、より弱い光強度の直線状の第２信号機能または照明機能が提供され
るようになっていることを特徴とする。
【０００７】
　一般に光源は、斜め方向にも発光するようになっており、光源は、主要発光方向に、第
１信号機能または照明機能を提供し、一方、斜め方向の発光によって、光ガイドの長手方
向に沿って、直線状の第２の信号機能または照明機能が提供される。
【０００８】
　この装置は、主要方向への発光を集光するための、光源に関連する光学系を含むことが
好ましい。これにより、光源によって直接提供される第１信号機能または照明機能が強化
される。
【０００９】
　光源は、球面にわたって実質的に照明する少なくとも１つの発光ダイオードを有し、光
ガイドは、少なくとも前記光源の近くに、前記主要発光方向に対して直角の長手方向軸線
を有する。
【００１０】
　複数の光ガイドが、１つの共通する光源に関連しており、主要発光方向を中心として円
周方向に離間している。
【００１１】
　光ガイドは直線状でもよいし、湾曲していてもよい。
【００１２】
　光源は、少なくとも２つの光ガイドの間の中心位置に位置することができ、光ガイドは
、光源に対して対称的であり、互いに整合していることが好ましい。
【００１３】
　前記光源に関連する前記集光のための光学系は、透明材料の補助レンズを有し、この補
助レンズは、光が放出される前に、光の内部反射を生じさせるとともに、ターゲット機能
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を奏するように、適当な角度に配向されたファセットを有する。かかる光学系は、光モー
タとも称される。
【００１４】
　この装置は、横方向に拡散するようになっている光ガイドによって、共に一体となるよ
うに接合された複数の光源を有することがある。
【００１５】
　光ガイドは、少なくとも１つの中立ゾーンを有し、この中立ゾーンでは、光の横方向の
拡散が生じないようになっている。
【００１６】
　この装置は、主要ビームを形成するように配向された収束レンズを有する。
【００１７】
　光ガイド内で光線を集光するよう、光源の近くにおいて、各光ガイドの端部に集束レン
ズを配置することがある。
【００１８】
　光源の両側に位置する光ガイドが光源のためのハウジングを含む単一部品を構成でき、
光ガイドの端部に対応するハウジングの面は、ガイド内に光線を集めるように凸状となっ
ている。　
【００１９】
　光ガイドによる光の拡散は、発光方向に対して後方に位置する面によって得られる。こ
の面は、リブまたは光学的マイクロモチーフを有し、光透過率を改善するように、金属被
覆することが好ましい。
【００２０】
　拡散ストリップの幅は、見かけの輝度の視野を、例えば±１０度の角度だけ広げるよう
に、あらかじめ決定してもよい。
【００２１】
　変形例では、光源は、少なくとも２つのサブアセンブリに分割された複数の基本的光源
を備え、２つのサブアセンブリは、主要信号機能または照明機能を保証するための光学系
に関連しており、一方、別のサブアセンブリは、長い長さにわたって二次機能を保証する
よう、少なくとも１つの光ガイドと協働するようになっている。
【００２２】
　本発明は、上記定義の範囲内において、添付図面に基づいて、例示する実施例に関して
、詳細に説明する多数の別の構造を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　図面のうちの図１～図６を参照する。これらの図は、ＣＨＭＬＳ（センターハイマウン
トストップランプ）機能とも称される「高所ストップライト」機能を実行するようになっ
ている自動車用の信号装置Ｓを示す。当然ながら、本発明に係わる信号または照明装置は
、このタイプの機能のみに限定されるものではない。
【００２４】
　この装置は、発光ダイオード１から成る光源Ｌを有し、この発光ダイオードは、主要方
向Ｘ－Ｘに（図１を基準に）、上向き方向、かつ主要方向Ｘ－Ｘに対して斜めの方向Ｂに
、発光するようになっている。
【００２５】
　少なくともダイオード１の近くには、長手方向軸線Ｙ１が横に向くよう、細長い形状の
光ガイドＧ１が配置されている。軸線Ｙ１は、主要発光方向Ｘ－Ｘに対して直角であるこ
とが好ましい。光ガイドＧ１は、光ファイバーから構成でき、このガイドＧ１は、例えば
図３に示すように、円形の直角断面を有する円筒形とすることができる。この直角断面は
、円とは異なっていてもよい。光源Ｌに近いガイドＧ１の端面Ｅ１は、軸線Ｙ１に対して
直角となっている。
【００２６】
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　方向Ｂは、面Ｅ１を通してガイドＧ１に入射するのに十分大きい角度だけ、方向Ｘ－Ｘ
に対して傾斜しているとき、斜めになっていると見なす。この角度は、約３０度でよい。
【００２７】
　ダイオード１の発光ゾーンの外側表面は、実質的に半球面である。面Ｅ１は、方向Ｘ－
Ｘに平行な表面１ａに対して接線方向にある。ダイオード１の反対側において、ガイドＧ
１は、比較的長い長さだけ延びている。この長さは、５００ｍｍより長く、ガイドＧ１の
直径は、約８ｍｍとなっている。
【００２８】
　光ガイドＧ１に整合し、軸線Ｘ－Ｘに対して対称的に、第２光ガイドＧ２が設けられて
いることが好ましい。このガイドＧ２の長手方向軸線Ｙ２は、軸線Ｙ１と整合している。
【００２９】
　方向Ｘ－Ｘに集光するための光学系２が、光源Ｌと関連している。この光学系２は、透
明材料、例えばプラスチック材料の補助レンズ３を有する。この補助レンズ３は、ボウル
状をしており、このボウルの凹部は、ダイオード１と反対を向いている。補助レンズの凹
表面の横方向断面は、直角のステップ３ａによって構成されており、これらステップは、
図２に示されるように、光線が軸線Ｘ－Ｘに沿って集光されるのを保証するようになって
いる。
【００３０】
　補助レンズの背面３ｂは、実質的に切頭円錐形であり、内部反射に好ましい角度に傾斜
している。方向Ｘ－Ｘに対して直角な平面に位置するステップ３ａの環状ゾーンには、レ
ンズ状をした（図４参照）タイル要素３ｃを設けることができる。このタイル要素３ｃは
、前方に凸状の表面を有し、光線の集光を強化するようになっている。補助レンズの凹状
ゾーンの中心部分は、半凸レンズ要素４を構成し、その凸面は、発光ダイオード１に向い
ている。
【００３１】
　補助レンズ３は、直径方向に対向する２つの円筒形ハウジング５ａおよび５ｂを有し、
これらハウジングは、方向Ｘ－Ｘに直角な軸線を有し、正確に内部に位置する光ガイドＧ
Ｂ１およびＧ２の端部を収容するようになっている。
【００３２】
　主要発光方向Ｘ－Ｘと同じ側で、光ガイドの軸線Ｙ１およびＹ２に対して横方向に光を
送るように、方向Ｘ－Ｘの光のための出口と反対に位置する光ガイドＧ１およびＧ２の表
面Ｆは、変形されている。
【００３３】
　変形された表面Ｆには、リブまたはノコギリ歯要素６を設けることがあり、これらの要
素は、軸線Ｙ１およびＹ２、および方向Ｘ－Ｘに直角なエッジを有する三角形の横断面を
有するフレンネルプリズムを構成している。このように形成されたプリズムは、製造中に
管状光ガイドＧ１およびＧ２内に組み込まれるストリップ７（図３）の背面を構成できる
。このプリズムの製造は、モールド内に透明プラスチック材料を射出成形することによっ
て行うことができる。
【００３４】
　方向Ｘ－Ｘに対して直角な状態で、軸線Ｙ１、Ｙ２と平行な方向に、平らな面８が延び
る。
【００３５】
　ノコギリ歯要素６の表面Ｆ、特に斜め表面は、金属被覆することができる。
【００３６】
　ノコギリ歯要素６は、光ガイドの一様な外観を改善するように、（材料内に形成された
適当なプロフィルの孔の形態をした）光学的マイクロモチーフと置換できる。この光学的
マイクロモチーフは、光ガイドＧ１、Ｇ２の後部基準表面８をレーザー加工することによ
って直接得るか、または射出成形中にモールド内に形成されるモチーフによって得られる
。この場合には、ノコギリ歯要素６および／またはストリップ７は使用しない。
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【００３７】
　拡散ストリップの幅ｈ（図３）、すなわち光ガイドの軸線を通過する平面、および方向
Ｘ－Ｘに直角な方向の表面Ｆの大きさは、観察者が見る輝度の見かけの視野を広げるよう
に計算される。水平な光ガイドＧ１、Ｇ２に対し、輝度視野角は、水平平面に対して±１
０度となっていることが好ましい。
【００３８】
　光学系をほぼ垂直な方向で使用するケースでは、水平平面における視覚性のゾーンを広
げるように、この輝度視野角は、より大きく選択される。
【００３９】
　図７に示すように、横方向の円形断面を有する光ガイドＧ１の円筒形状によって、従来
の拡大効果以外に、拡散ゾーンを大きくすることが可能となっている。
【００４０】
　この信号装置は、次のように作動する。
　発光ダイオード１を点灯すると、方向Ｘ－Ｘに主な発光が生じる。輝度強度は、レンズ
４および補助レンズ３４を構成する光学的装置により集中させられる。
【００４１】
　この信号機能は、比較的強い輝度強度によって集中させられる。
【００４２】
　光線Ｂのような斜め光線から、光ガイドＧ１およびＧ１の長手方向に従い、補助レンズ
３の両側で、極めて長く、一様な第２信号機能が得られる。光線Ｂは、光ガイドの内部で
反射され、表面Ｆを通って前方に、すなわち、主な発光と同じ側で放出される。
【００４３】
　従って、本発明の信号装置は、次のように２つの相補的サブアセンブリに分解できる。
【００４４】
　すなわち、ダイオード１および相補的レンズ３に対応する中心部分：この部分の目的は
、本例では例えば「高所ストップライト」機能と見なされる主要機能を実行することにあ
り、この機能は、補助レンズ３の材料の内部反射特性を活用する一方、中心部分の形状は
、スタイルおよび相対的性能の条件に従い、上記機能を満足するようにできる。
【００４５】
　光ガイドＧ１およびＧ２から成る２つの付属品：これら２つの付属品により、極めて長
い長さにわたって、一様な照明機能を奏し、車両のラインを強調するような流線形スタイ
ルを生じさせることができる。
【００４６】
　当然ながら、補助レンズ３に対する対称的直線状機能を達成することができる。この直
線状機能によって、補助レンズ３は極めて長い長さにわたって、従来の信号機能に適合し
、特に「ブレーク」タイプの自動車の輪郭を強調することができる。これに関連し、従来
の光学手段を用いた場合、多少アクセスしにくいゾーンに、輝度信号かシステムを設置す
ることは困難である。
【００４７】
　図６は、補助レンズ３の両側に延びる極めて長い２つの光ガイドＧ１およびＧ２を備え
る光学系を示す。
【００４８】
　例えば光ガイドは、後部ウィンドーの曲線に従うか、または自動車の車体、またはアウ
トラインの一部に従うことができるようになっている。
【００４９】
　本例では、発光ダイオード１の両側に、直径方向に対向する２つの光ガイドが配置され
ており、共通平面に、３つ以上のガイド、例えば４つのガイドを設けることができる。こ
の場合、ガイドの光出力を、９０度の回転角だけオフセットする。
【００５０】
　光ガイドの総長は、１３００ｍｍを超えることができる。光ガイドの形状は、このガイ
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ドを支持している車両のスタイルに従うように適合できる。補助レンズ３から成る中心部
品を丸するか、または長方形とし、その寸法を、条件に従って２０～３０ｍｍとすること
ができる。
【００５１】
　図１４に示すように、光ガイド内で光ビームをコリメート化し、すなわち実質的に平行
とし、発光ダイオード１から離間した光ガイドの端部Ｎ１（図３および６）に向かう光量
を増すように、光ガイドの入力面に収束レンズＭを設けると有利である。
【００５２】
　この端部Ｎ１（図３）は、光ガイドの長手方向軸線に対して直角な平らな面から成って
いることが好ましく、この面は、光ガイドＧ１またはＧ２の内部に光を伝えるように金属
被覆されている。このようにして、この光学系の光出力は改善される。
【００５３】
　信号機能を達成するように、多数の構造を採用できる。
【００５４】
　図８は、２つの補助レンズ３と、並置された２つの対応する光源を備える非対称的な構
造を示し、各補助レンズと１つの光源Ｇ１とは関連している。２つの光源Ｇ１は、平行で
、実質的に垂直で、かつ直線状であり、補助レンズ３の同じ側に配置されている。
【００５５】
　図９は、補助レンズ３と、光ガイドＧ１ａの中心に設けられた光源とを備える構造を示
し、光ガイドは、前記補助レンズから延び、共通平面に２つの回転部を有する実質的に円
形の螺旋体として形成されている。
【００５６】
　図１０は、光源と共に中心に補助レンズ３を含む信号装置を示す。前記補助レンズから
、径方向に対向する２つの光ガイドＧ１ｂおよびＧ２ｂが延びており、共通平面において
、反対方向に半分の巻線として実質的に湾曲しているので、全体のモチーフはＳ字状とな
っている。
【００５７】
　変形例では、光ガイドが形成する曲線は、１つの平面に位置しない曲がった曲線とする
ことができる。
【００５８】
　図１１は、２つの平行な光ガイドＧ１が、補助レンズの同じ側に位置し、水平となって
いる、図８の変形例を示す。
【００５９】
　ストップライト、パーキングライト、方向指示器、バックライトおよびその他の機能を
含む多数の機能を得ることができる。
【００６０】
　スタイリングの可能性を多くすることができるように、少なくとも１つの相補的光ガイ
ドと組み合わされた光源、特に発光ダイオード１を備えた中心光学系から成る種々の設計
をすることもできる。
【００６１】
　所望のスタイルを得るように、これらの部品を組み合わせることができる。光学系の中
心または光学系の端部の各々に、主要光源を配置することによって、対称的なバージョン
が得られる。光束を最良に活用する機能が得られるようにするために、光学的性能を高め
るよう、対称的なバージョンを別個にしてもよいし、数個のユニットのグループとして、
（図８および１１に示されるように）２つ以上のアセンブリにまとめてもよい。
【００６２】
　これらのバージョンは（図８および図１１に示すように）直線状でもよいし、または（
図９に示すように）円形でもよいし、または（図１０に示すように）多少とも曲線状とし
てもよい。このようにすることによって、装置をスタイルまたは形状の要求に合わせるこ
とができる。
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【００６３】
　図１２は、拡散光ガイドＧａによって接続された、中間パワーの４つの離間した主要光
源Ｌａを活用する直線状信号装置Ｓａを示す。これら光源Ｌａの距離は、異なっていても
よい。
【００６４】
　当然ながら、光源Ｌａの数が異なる別の構造、特に光ガイドの各端部に１つの光源が設
けられた２つの光源しか設けない別の構造も可能である。
【００６５】
　図１３では、信号装置は２つの光源Ｌａしか有しておらず、光ガイドＧｂの各端部に、
１つの光源が設けられている。光ガイド１０ｂは、離間した中立ゾーン９を有し、この中
立ゾーンにおいて、外側に向かう光の拡散が抑制されているので、このゾーン９は、点灯
されていないように見える。従って、連続した光のラインと対照的に、「点描」タイプの
信号装置を得ることができる。
【００６６】
　図１４は、信号装置Ｆｂのモノブロック構造を示す。この構造では、対向する２つの光
ガイドＧ１とＧ２とは単一部品を構成し、その部品の接合ゾーンは、光ガイドの長手方向
軸線に直角に対称平面Ｐを構成する。図１４の平面を通過する接合ゾーンの輪郭の断面は
、広い開口部を有するＶ字形となっており、このＶ字形の分岐は、外側に凸状となってい
る。この分岐は、内側に向かってカーブし、接合ゾーンよりも直径の小さい光ガイドの円
筒形部分に接合している。
【００６７】
　接合ゾーンには、発光ダイオード１のためのハウジング１０が設けられている。このハ
ウジング１０は、アパーチャー１０ａ（図１５）において、後方を向くよう開口しており
、このアパーチャーを通るように発光ダイオード１を挿入できる。このハウジングの内側
表面は、ゾーン１１のようなゾーン（図１６参照）を有し、このゾーンによって、ダイオ
ードの輪郭を囲み、ダイオード１をハウジング内に保持し、センタリングすることができ
る。
【００６８】
　光ガイドＧ１およびＧ２内の光に対する入力面は、２つの光線Ｒ１およびＲ２と共に略
示されているように、各光ガイド内で、光ビームをコリメート化するための凸レンズＭか
ら成り、２つの光線Ｒ１およびＲ２は、レンズＭの凸面に入射する前にハウジング１０内
で発散し、光ガイド内で実質的に平行となる。
【００６９】
　光線Ｒ３のような光線は、レンズＭの輪郭を超えて、光ガイドに入射し、この光ガイド
内で内部反射をし、次に前方に透過される。
【００７０】
　ハウジング１０の前方は、半凸レンズ１２によって閉じられている。このレンズの凸面
１３は、ハウジング９の内側を向いており、平らな面１４は、外側を向いている。発光ダ
イオード１の半球形部分の極は、面１３の極に接近している。光ガイドＧ１およびＧ２に
は、レンズの平らな面１４の両側に位置する斜めのファセット１５（図１８参照）が形成
されており、この光ガイドは、方向Ｘ－Ｘに対して傾斜し、図１５の平面に対して直角な
平面に形成されている。
【００７１】
　図１６は、発光ダイオード１によって発生された光線Ｒ４の光路を示す。この光路は、
レンズ１４を通過した後に、方向Ｘ－Ｘに対して多少傾斜している。
【００７２】
　図１５および図１６の構造では、レンズ１２は一体化されている。すなわち、光ガイド
Ｇ１およびＧ２と共に一体部品として形成されている。
【００７３】
　図１７および図１８の変形例では、ハウジング１０は、前方に向かって開口しており、
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ハウジング１０の前方アパーチャーには、独立したレンズ１２が固定されている。
【００７４】
　光線、例えば光線Ｒ１およびＲ２によって形成されたビームのコリメート化された部分
によって、発光ダイオード１からの光ガイドの端部で、ビームの輝度を高めることが可能
となっている。
【００７５】
　図１４～図１８の変形例では、信号システムは、特にその中心ゾーンで、よりコンパク
トとなっている。接合ゾーンにおける光ガイドの内側および外側形状は、中心レンズの可
視面１４と側方光ガイドＧ１およびＧ２との間の光束の分布を最適にするようになってい
る。このように、この信号機能において、種々のゾーンの相対的輝度を調節することが可
能となっている。
【００７６】
　光ガイドの一様な外観は、レンズＭによって、コリメート化された光により、改善され
ている。
【００７７】
　このような設計は、図１４～図１８に示されるようなモノブロック形状として行うこと
もできるし、または射出成形に使用されるモールドを簡略化できるようにするサブアセン
ブリにまとめることによって行うこともできる。
【００７８】
　この光ガイドは、例えば内側キャビンの特徴である曲がった表面に従うように、三次元
形状とすることができる。
【００７９】
　フリー形状を有する自動車のヘッドライトにおいて、パーキングライト機能を得ること
ができる。
【００８０】
　マイクロリブまたはマイクロオプティクスを使用することにより、連続的に一様な照明
された外観を保証するように、後方部分を適合することにより、長方形、すなわち円形か
ら長方形に変形されたプロフィルを想到することもできる。
【００８１】
　本発明によれば、少ない数の発光ダイオードで、良好な信号機能を得ることができる。
または本装置は、適用能力において極めてフレキシブルであるので、種々の機能、例えば
白色発光ダイオードを使った信号または内部照明機能を発揮することができる。
【００８２】
　また本発明の装置は、長距離にわたって光を透過できるよう、透明プラスチック材料の
性質と共に、発光ダイオードが放出する低温光によって得られる可能性を活用することに
より、車両のためのシグネーチャを提供するよう、スタイリング効果を与えることができ
る。
【００８３】
　本装置を製造するのに、公知の製造方法、例えば高温デポジションによる金属被覆され
たフィルムのデポジション、または表面機械加工、またはレーザー処理による表面処理、
および部品の射出成形を使用できる。
【００８４】
　発光ダイオードは、光ガイドによって変更されない単色の光を放出するので、放出され
る光は、ネオンチューブで得られる光よりも輝度が高い。
【００８５】
　上記装置の変形バージョンは、図１９に示されるように、発光ダイオード１ｂ、１ｃ状
をした、または特殊な種類のいくつかの基本的光源から成る光源Ｌｃを活用することを含
む。このダイオードは、主要発光方向Ｘ－Ｘが互いに平行となるように、支持体１６に固
定されている。
【００８６】
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　二次側方光源を構成する１つ以上の発光ダイオード１ｃは、関連する特定機能の照明表
面積を広くするように、複数の管状光ガイドＧ１ｃ、Ｇ２ｃのうちの関連する１つに光を
送る。光ガイドの端面１７ｂまたは１７ｃは、光ガイドの軸線に対して、例えば４５度だ
け傾斜している。発光ダイオード１ｃによって主要方向に放出される光は、対応する光ガ
イド内の面１７ｂまたは１７ｃを透過する。各管状光ガイドに対して、１つの発光ダイオ
ードを設けることが好ましい。
【００８７】
　主要機能を得るのに、１つ以上の発光ダイオード１ｂが使用されている。これらのダイ
オードは、得るべき信号機能（すなわちＣＨＭＬＳ、ストップライト、またはパーキング
ライトもしくは方向指示ライト）に固有の１つ以上の光学系１８と関連している。上記補
助レンズ３と多少同一の態様で、または必要とされる最終スタイルに従う特定のリフレク
タを有するシステムを通過するように光を分散させるレンズの形態に、主要機能の光学系
１８を製造できる。光学系１８は、中心位置を占め、光ガイドＧ１、Ｇ２は、横方向に位
置することが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】光源の両側に位置する光ガイドの長手方向軸線を通過する平面を通る、本発明に
係わる装置の一部の断面を示す。
【図２】図１におけるＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図である。
【図３】光ガイドの一端の一部を示す、後方から見た大きいスケールの斜視図である。
【図４】光ガイドの開始部と共に、集光用の補助光レンズと共に光源を示す、前方から見
た切り欠き斜視図である。
【図５】図４を後方から見た斜視図である。
【図６】光ガイドおよび上記のような中心光学系の縮小されたスケールの組み立て図であ
る。
【図７】光線の光路が示されている、光ガイドを示す横方向断面図である。
【図８】直線状光ガイドを有する変形された可能な実施例を示す。
【図９】曲線状光ガイドを有する変形された可能な実施例を示す。
【図１０】曲線状光ガイドを有する変形された可能な実施例を示す。
【図１１】直線状光ガイドを有する変形された可能な実施例を示す。
【図１２】整合した３つの光ガイドと２つの光ガイドの間の２つの光源と、両端に設けら
れた２つの更に別の光源を有する装置を示す。
【図１３】点灯されていない中立ゾーンを含む、各端部に設けられた光源を有する光ガイ
ドを備える装置を示す。
【図１４】光源を収容するようになっているハウジングの両側に、２つの光ガイドを構成
する部品の長手方向部分断面図である。
【図１５】光源を有する、図１４におけるＸＶ－ＸＶ線に沿うより小さいスケールの断面
図である。
【図１６】図１５におけるＸＶＩ－ＸＶＩ線に沿う断面図である。
【図１７】ハウジング内に光源が挿入された、図１４の変形例を示す、後方から見た斜視
図である。
【図１８】図１７を前方から見た斜視図である。
【図１９】複数の発光ダイオードを含む光源を備える変形実施例に関する図である。
【符号の説明】
【００８９】
　Ｂ　　光線
　Ｅ１　端面
　Ｇ１　光ガイド
　Ｇ２　第２光ガイド
　Ｌ　　光源
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　Ｓ　　信号装置
　１　　　発光ダイオード
　２　　　光学系
　３　　　補助レンズ
　３ａ　　ステップ
　３ｃ　　タイル要素
　４　　　半凸レンズ要素
　５ａ　　ハウジング
　５ｂ　　ハウジング
　６　　　ノコギリ歯要素
　７　　　ストリップ
　８　　　平らな面
　９　　　中立ゾーン
　１０　　ハウジング
　１０ａ　アパーチャー
　１１　　ゾーン
　１４　　可視面
　１８　　光学系

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】
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